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　お米の価格のニュースが毎日テレビでながれ
ています。
　日本の農村は全国どこでもですが、今お米を
栽培している人は多くが70歳前後の人です。
　平成6年以降、米の価格は下がり続け、お米
を作り続けても儲からないどころか赤字という
状態が続いてきました。儲からないけどお米を
作るのは、自分の代で農地を荒らしたくないとか、
万一食料不足になっても自分の家族や親戚くら
いはひもじい思いをさせたくないという想いだ
けで、暑い中草刈りをしたり、毎日田んぼの水
管理に行ったりしてくれています。この人たち
がお米を作り続けられるのはあと数年です。想
いはあっても体力の限界が来ます。しかし、儲
からない米作りを子どもや孫にさせるつもりも
ありません。

　農業みらい公社では、そんな人たちから農地
を預かって、管理しながら若い農業者を育てて
います。
　南阿蘇は阿蘇山の麓に広がる雄大な田園風景
が多くの観光客を魅了していますが、それも田
畑を耕作する人がいてこそなのです。
　たくさんのファンがいてくれる南阿蘇村だか
らこそ、その人たちにお米を買ってもらい、稲
作が続けられ、結果
として風景が守られ
るしくみづくりを目
指しています。 

〈問い合わせ〉公益財団法人 熊本県農業公社　℡096（213）1237
南阿蘇村農業委員会　℡0967（67）2707

●賃料は農業公社が受け手から徴収し、お支払いします
●貸された農地は、契約期間満了後に確実に戻ってきます
（更新も可能）
●相続税、贈与税の納税猶予が継続されます（税務署への
届出が必要）
●農業者年金の受給継続の際に有利になる場合があります

●出し手が複数でも賃料は公社が一括して支払いま
す（振込手数料なし）
●分散した農地の集約化が可能となり、作業効率や
生産性の向上につながります

手続きは農業委員会窓口にて代行しております

〈出し手のメリット〉 〈受け手のメリット〉

〈問い合わせ〉農政課 林務整備係　℡0967（67）2706

令和8年度イノシシ等侵入防止柵設置事業
要望調査のお知らせ
　村鳥獣被害防止対策協議会では、イノシシなどの野生鳥獣による農作物被害を
防止するため、国の鳥獣被害防止総合対策事業を活用し、令和2年度から本事業
を実施しています。
　令和8年度実施について、以下の「事業概要」ご確認の上、設置を希望される
場合は、農政課林務整備係にご相談ください。

■国庫事業の概要

■申し込み期限 10月31日（金）まで
■注意事項 今回の調査は、要望量を把握するための事前調査であり、事業の実施を保証するものではありません。

鳥獣被害防止総合対策交付金事業事 業 名

村鳥獣被害防止対策協議会が各地区の要望を取りまとめて、国に申請を行う事業主体

ワイヤーメッシュ柵の設置に係る資材を耐用年数の期間無償貸与
※自力施工（住民・農家参加型）による柵整備に限る
※設置・維持管理に係る人件費、作業道具、雑費など購入費は地元負担

内　　容

①受益戸数が3戸以上の計画であること
②耐用年数（14年間）の間、農地の耕作を維持し、侵入防止柵の管理が維持できるもの
③過去に取り組んできた国庫事業の受益地でないこと

条　　件

設置イメージ

　県農業公社は、以下の4つの安心の仕組みで農地の貸借を
お手伝いします。

県農業公社（農地中間管理機構）は
円滑な農地の貸し借りを公的な立場でサポートします

①県知事の指定を受けた県内唯一の機関です
②市町村に窓口手続きを代行いただいています
③市町村農業委員会総会の審議を経て手続きを行います
④県知事の認可・公告を経て契約が成立します

熊本県農業公社
（農地中間管理機構）

〈問い合わせ〉企画観光課 企画係　℡0967（67）1112

村アプリをご活用ください
【公式アプリ】
　公式アプリでは、ホームページより発信する新着情報や緊急情報、
避難所の開設状況などさまざまな村からのお知らせを配信してい
ます。また、防災無線で放送した内容も確認できますので、各ご
家庭に設置されている戸別受信機としての機能を有しています。

【みなみあそポケット】
　みなみあそポケットでは、村を訪れる人が「活きた」地域情報を
入手できる観光メディアと、住む人同士がお互いに助け合うこと
ができるアプリで構成された「気軽に参加できる優しいメタバー
ス」を提供するアプリです。

　ぜひ、村アプリをご活用ください。

iOS版 Android版

iOS版 Android版
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